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第５・６学年 国語科指導案
喜界町立坂嶺小学校
教諭 豊永 守

第５学年 第６学年
１ 題材 方言と共通語 １ 題材 日本で使う文字

２ 題材について ２ 題材について
（１） 題材の位置とねらい （１） 題材の位置とねらい

子どもたちは，これまでに前単元の「わ 子どもたちはこれまでに 第２学年で か， 「
らぐつの中の神様」などの物語で独特の言 たかなで書く言葉 ，第３学年で「漢字の」
葉，それぞれの地方で昔から使われ続け， 音と訓 ，第４学年で「ローマ字 ，第５」 」
人々の生活に深く根付いている言葉 方言 学年で「仮名づかいの決まり」など，文字（ ）
があるということを学習してきている。 に関する学習をしてきている。
本題材の学習は，方言と共通語の違いを 本題材の学習は，表音文字としての漢字

理解し，また，必要に応じて共通語と方言 の由来や特質などについて，初歩的な知識
を使い分けて話すことができるようにする を得ることをねらいとしている。また，漢
ことをねらいとしている。 字の特質としては，表意文字の特性や音と
さらに，ここでの学習は，第６学年２学 訓が原則としてあること，漢字の字形，漢

期「 言葉と文化』展示館へ，ようこそ」 字の構成部分などについて初歩的な理解を『
で，言葉と文化について関心をもち，文章 もてるようにする。
を読んで要旨をとらえ，自分の課題をもつ さらに，ここでの学習は，２学期「送り
という学習へ発展していく。 仮名」で送り仮名の決まりについての知識

をもち，正しい書き方を身につけるという
学習へ発展していく。

（２） 指導の基本的な立場
本題材は，まず 「塩味の足りないみそ （２） 指導の基本的な立場，

汁の味」をどう表現するかという例に，東 本題材は，もともと文字のなかった日本
北地方と九州北部 中国地方では あまい に，先人が大和言葉(和語）を書き表すた， 「 」，
関西地方では「水くさい ，その他の地方 めに，中国から伝わった漢字を利用し，万」
で「うすい 「あわい」など，その地方 葉仮名や平仮名・片仮名が作られたことを」，
独特の言葉で表現される。また 「高熱で 知ることや漢字との関係，仮名の由来を知，
苦しいとき」の表現として，大阪では「し る上で有効なものである。
んど ，名古屋では「えれえ ，鹿児島で 本教材を通して，漢字は中国伝来のもの」 」
は「きちい」という。このように，人々の であるが，それを取り込み，そこから平仮
気持ちや感覚をぴったり言い表すことがで 名・片仮名を発明した先人の知恵，漢字と
きるのが方言のいいところだと思われる。 の共存，アルファベットまで交えて使いこ
本教材を通して子どもたちは，方言の大 なす日本の表記法のあり方は他国に例を見

切さに気付くとともに，方言だけでは，用 ないものであることで，日本語のすばらし
件や気持ちが正確に伝わらないことも起こ さに気付かせることができると思われる。
ることにも気付く。そこで 「共通語」が 本教材を通して，当たり前のように使っ，
必要になることが分かる。 ている平仮名・片仮名の由来や言葉への関
方言と共通語を相手や場と状況に応じて 心が深まり，前述のような何種類もの文字

使い分けができるようにさせることが大切 を操る日本人の誇りさえも再認識させるこ
であると考える。 とができるのではないかと考える。
本教材の学習の中で，自分たちが普段遣 本教材の学習の中で，日本で使われてい

っている方言について調べたり，他の地方 る文字についての由来や調べることで，文
との比較をさせたり，共通語に直すなどの 字があることでの利便性や文字の必要性に
活動を通して，それぞれの地方の言葉につ ついて考えさせたい。
いて考える機会にさせたい。
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（３） 指導上の留意点 （３） 指導上の留意点
ア 教科書の例をもとに，ある事・物・ ア 漢字のもつ形や音，意味をもとに，

気持ちを表す言葉が，一通りではない 漢字と平仮名・片仮名の関係，平仮
という言葉の特色について理解させた 名・片仮名の由来について理解させた
い。 い。

イ 方言がなぜできたのかを考えさせ， イ 仮名だけの不便さや漢字と仮名を交
それぞれの地方で昔から使われ続け， ぜて書き表す利点について，教科書の
人々の生活に深く根ざした言葉である 例文や低学年の書いた文章などを例に
ことを理解させたい。 気付かせたい。

ウ 自分たちが普段遣っている言葉が， ウ 平仮名・片仮名の起こりを，実際に
他の地域ではどう表現されているの 万葉仮名をくずして書かせ体感させた
か，また，まだ知らない奄美（喜界） い。
の方言について，インターネットで調 エ パソコンにローマ字を入力させるこ
べさせたい。 とにより，ローマ字が平仮名や片仮名

と違うことなどにも気付かせたい。
３ 目 標
○ 身の回りで使われている方言や他の地方で ３ 目 標
使われている方言を調べる活動や共通語と比 ○ 万葉仮名をくずして平仮名や片仮名にする
較する活動を通して，方言と共通語の違いに 活動を通して，かなの由来などについて知識
ついて知識をもち，関心を深める。 をもち，言葉や文字への関心を深める。

４ 指導計画（全２時間） ４ 指導計画（全２時間）
時間 学 習 内 容 時間 学 習 内 容

・ 教材文を読んで方言とは何かを ・ 教材文を読んで，平仮名や片仮
知り，方言について興味・関心を 名がどのようにして作られた文字

① もつ。 ① なのかについて知る。
・ 方言と共通語の違いを理解し， ・ 平仮名や片仮名と漢字のちがい
場面による使い分けに気付く。 について知る。

・ 自分たちが普段遣っている言葉 ・ 漢字，平仮名，片仮名のもつ役
について調べたり，奄美（喜界） 割について知る。

① の方言に，鹿児島やその他の地方 ② ・ 万葉仮名をくずして平仮名や片
本時 の方言について調べる （事前に 本時 仮名にし，書いてみる。。

お年寄りへのインタビュー，イン ・ ローマ字とのかかわりについて
ターネット活用） 知る。

５ 本 時 ５ 本 時
（１） 目 標 （１） 目 標

・ 方言と共通語の違い，それぞれのよ ・ 漢字，平仮名のもつ役割について気
さについて考えることができ，場面に 付くことができる。
よる使い分けの大切さに気付くことが ・ 万葉仮名をくずして書くことで，平
できる。 仮名や片仮名の起こりが理解できる。

（２） 本時の展開にあたって （２） 本時の展開にあたって
○ 家族や近所のお年寄りからの聞き取 ○ 教科書の仮名の由来についての記述
り調査を発表し，自分たちの地域で遣 から，先人が中国から伝わった漢字を
われている方言について話し合わせる 利用し，平仮名・片仮名を発明したお
ことで，自分たちの住む地域の方言に かげで，現在のような表記法があるこ
ついて興味・関心がもてるようにした とを知ることで，学習課題につなげる
い。 ようにしたい。

○ 子どもたちが調べた方言で文章をつ ○ 万葉仮名をくずして平仮名や片仮名
くり，会話させることで，方言特有の を書くことで，先人の知恵や努力を感
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言葉の表現方法や共通語との違いを感 じ取らせたい。
じ取らせたい。 ○ 西洋から伝わった表音文字であるロ

○ 自分たちが調べてみたい言葉を他の ーマ字と平仮名・片仮名の関わりを知
地方ではどのように表現しているのか ると共に，駅名や標識，パソコンでの
を比較させるため，インターネットを 入力の際，ローマ字にふれる機会が増
活用し調べさせたい。 えていることに気付かせたい。

（３） 実 際
主 な 学 習 活 動 教師の位置 主 な 学 習 活 動

１．本時の学習課題を確認する。 １．前時の学習をふり返る。
自分や家族，お年寄りが使って ２ ○ 教科書の仮名の由来について記述

いる方言について調べよう。 してあるページを読み，ノートにま
。（ ）とめたことを確認する グループ

２．方言調べ①
○ 家族や近所のお年寄りから，普段 １０ ２．本時の学習課題を確認する。
使っている方言についてインタビュ 万葉仮名をくずして平仮名や片
ーしてきたことを発表し 話し合う 仮名を書いてみよう。， 。

○ 初めて聞く方言については，意味
などノートにまとめる。 １５ ３．毛筆で万葉仮名の字形をくずして

平仮名や片仮名を書く。
３．方言調べ② ○ 毛筆（小筆）を用いて，教科書
○ 方言を使った文章を考え，友達同 の手本を見て半紙に書く。
士で会話してみる。

○ 共通語と比べてみる。
４．実際に万葉仮名の字形をくずして書

４．方言調べ③ いてみて，気付いたこと分かったこと
○ 調べたい言葉をインターネットの などを話し合う。
ホームページで調べる。
・ 「鹿児島の方言集」で，鹿児島
本土の方言，奄美の方言の違いな １０
どを調べる。

・ 「ふるさと日本のことば」で，
各地方の方言について調べる。

５．西洋から伝わった表音文字であるロ
５．本時の学習のまとめ ーマ字がパソコンの入力方法として用
○ 家族やお年寄りのインタビューや いられていることを知る。
インターネットで調べて分かったこ ８ ○ 実際に，文字をパソコンに入力
とを発表し，まとめる。 し，平仮名・片仮名との違いを考

える。
２

第５学年 方言と共通語で活用できそうなＷｅｂページ※

「それいけしまんちゅ （ http://www.edu.pref.kagoshima.jp/jh/kaneku/shimannchu.htm ）」
「授業で役に立つリンク集 （http://www.edu.pref.kagoshima.jp/er/link/linkfile.htm ）」
「 」（ ）方言をつかって話そう http://www.edu.pref.kagoshima.jp/es2/yanagizako/study/hougen
「ふるさと日本のことば （ http://www.nhk.or.jp/a-room/kotoba/ ）」
「鹿児島の方言 （ http://www.osumi.or.jp/sakata/hougen/hotitle1.htm ）」
「全国方言ｗｅｂほべりぐ （ http://hougen.atok.com/ ）」

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/er/link/linkfile.htm#kotoba
http://www.osumi.or.jp/sakata/hougen/hotitle1.htm
http://hougen.atok.com/
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